
一

○
平
成
二
十
四
年
法
案
と
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十
六
号
と
の
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
相
違
部
分
）

平

成

二

十

四

年

法

案

平

成

十

五

年

法

律

第

百

二

十

六

号

母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措

置
法

母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
子
育
て
と
就
業
と
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
就
業

に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
す
る
機
会
を
必
ず
し
も
十
分
に
有
し
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
等
の
母
子
家
庭
の
母
が
置
か
れ
て
い
る
特
別
の
事
情
並
び
に

子
育
て
と
就
業
と
の
両
立
が
困
難
で
あ
る
こ
と
等
の
父
子
家
庭
の
父
が
置
か

れ
て
い
る
特
別
の
事
情
に
鑑
み
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業

の
支
援
に
関
す
る
特
別
の
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
の

福
祉
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
最
近
の
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
母
子
家
庭
の
母
の
就

業
が
一
層
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
支
給
開
始
後
一
定
期
間
を

経
過
し
た
場
合
等
に
お
け
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
が
制
限
さ
れ
る
措
置
の

導
入
に
際
し
て
、
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
特
別
の
措
置
を
講

じ
、
も
っ
て
母
子
家
庭
の
福
祉
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
施
策
の
充

実
）

第
二
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第

百
二
十
九
号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
方
針
（
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事

項
の
ほ
か
、
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
事
項
を
併
せ
て
定
め
る

も
の
と
す
る
。

（
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
施
策
の
充
実
）

第
二
条



二

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭

の
父
の
就
業
に
関
す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
そ
の
安
定
し
た
就
業
を
確
保
す
る
た

め
の
支
援
に
特
別
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
「
対
象
期
間
」
と
い
う
。
）
に
係
る
母
子
及
び
寡

婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
基
本
方
針
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
は
、
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
に
関
す
る
状
況
を
踏
ま
え
、
そ
の
就
業
の
支
援

に
特
別
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
基
本
方
針
に
お
い
て
母
子
家

庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
し
て
講
じ
よ
う
と
す
る
施

策
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

厚
生
労
働
大
臣
及
び
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
基
本
方
針
に
お
い
て
母
子
家

庭
の
母
の
就
業
の
支
援
に
関
し
て
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
の
充
実
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
母
子
家
庭

及
び
寡
婦
自
立
促
進
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
自
立
促
進
計
画
」
と
い

う
。
）
を
策
定
す
る
同
号
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
は
、
自
立
促
進
計
画
に
お

い
て
、
同
法
第
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
都
道
府
県
等
の
区

域
に
お
け
る
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
事
項
を
併
せ
て
定
め

る
も
の
と
す
る
。

５

前
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
は
、
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て
、
基
本
方
針

に
即
し
、
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
支
援
そ
の
他
母
子
家
庭
の
母
及
び
父

子
家
庭
の
父
の
安
定
し
た
就
業
を
確
保
す
る
た
め
の
支
援
に
特
別
の
配
慮
が

な
さ
れ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

３

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
第
十
一
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
母
子
家
庭

及
び
寡
婦
自
立
促
進
計
画
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
自
立
促
進
計
画
」
と
い

う
。
）
を
策
定
す
る
同
号
に
規
定
す
る
都
道
府
県
等
は
、
対
象
期
間
に
係
る
自

立
促
進
計
画
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
に
即
し
、
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の
支

援
に
特
別
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就

（
新
設
）



三

業
の
促
進
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
通
信
技
術
等

に
関
す
る
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
並
び
に
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
し
た
在
宅
就
業
等
多
様
な
就
業
の
機
会
の
確
保
並
び
に
こ
れ
ら
に
関
す

る
業
務
に
従
事
す
る
人
材
の
養
成
及
び
資
質
の
向
上
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
施
策
の
実

施
の
状
況
の
公
表
）

第
四
条

政
府
は
、
毎
年
一
回
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の

支
援
に
関
す
る
施
策
の
実
施
の
状
況
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

（
国
会
に
対
す
る
報
告
等
）

第
三
条

政
府
は
、
毎
年
、
対
象
期
間
に
係
る
各
年
度
に
お
け
る
母
子
家
庭
の
母

の
就
業
の
支
援
に
関
し
て
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
を
明
ら
か
に
し
た
文
書
を

作
成
し
、
こ
れ
を
国
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

政
府
は
、
国
会
に
対
し
、
対
象
期
間
に
係
る
各
年
度
に
お
け
る
母
子
家
庭
の

母
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
施
策
の
実
施
の
状
況
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
特
別
の
配
慮
）

第
四
条

政
府
は
、
対
象
期
間
に
係
る
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
第
十
六
条
に
規
定

す
る
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
、
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
に
特
別
の
配
慮
を
し
て
、
同
条
に
規
定
す
る
政
令
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
民
間
事
業
者
に
対
す
る
協
力
の
要
請
）

第
五
条

国
は
、
第
一
条
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
の
母
が
置
か
れ
て
い
る
特
別
の

（
民
間
事
業
者
に
対
す
る
協
力
の
要
請
）

第
五
条

国
は
、
民
間
事
業
者
に
対
し
、
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の
促
進
を
図
る



四

事
情
及
び
父
子
家
庭
の
父
が
置
か
れ
て
い
る
特
別
の
事
情
に
鑑
み
、
民
間
事
業

者
に
対
し
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
優
先
雇
用
そ
の
他
の
母
子

家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
協
力

を
求
め
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

た
め
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
母
子
福
祉
団
体
等
の
受
注
機
会
の
増
大
へ
の
努
力
）

第
六
条

国
及
び
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律

第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
）
又
は
特

殊
法
人
（
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は
特
別
の
法
律
に
よ
り
特

別
の
設
立
行
為
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、
総
務
省
設
置
法
（
平

成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
四
条
第
十
五
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も

の
を
い
う
。
）
の
う
ち
、
そ
の
資
本
金
の
全
部
若
し
く
は
大
部
分
が
国
か
ら
の

出
資
に
よ
る
法
人
又
は
そ
の
事
業
の
運
営
の
た
め
に
必
要
な
経
費
の
主
た
る

財
源
を
国
か
ら
の
交
付
金
若
し
く
は
補
助
金
に
よ
っ
て
得
て
い
る
法
人
で
あ

っ
て
、
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
物
品
及
び
役
務
の
調
達
に
当
た
っ
て
は
、
母

子
及
び
寡
婦
福
祉
法
第
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
母
子
福
祉
団
体
そ
の
他
母

子
家
庭
の
母
又
は
父
子
家
庭
の
父
の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的

と
す
る
社
会
福
祉
法
人
、
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は
一
般
財
団
法
人
又
は
特
定

非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
受
注
に
係
る
業
務
を
行
う
者
が
主
と

し
て
母
子
家
庭
の
母
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
母
子
福
祉
団
体
等
」
と
い
う
。
）
の
受
注
の
機
会
の
増
大
を
図
る
た
め
、

予
算
の
適
正
な
使
用
に
留
意
し
つ
つ
、
優
先
的
に
母
子
福
祉
団
体
等
か
ら
物
品

（
母
子
福
祉
団
体
等
の
受
注
機
会
の
増
大
へ
の
配
慮
）

第
六
条

国
は
、
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の
促
進
を
図
る
た
め
、
母
子
及
び
寡
婦

福
祉
法
第
六
条
第
六
項
に
規
定
す
る
母
子
福
祉
団
体
そ
の
他
母
子
家
庭
の
母

の
福
祉
を
増
進
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
す
る
社
会
福
祉
法
人
、
民
法
（
明

治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法

人
又
は
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
受
注
に
係
る
業
務
を
行

う
者
が
主
と
し
て
母
子
家
庭
の
母
で
あ
る
も
の
の
受
注
の
機
会
の
増
大
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
国
の
物
品
及

び
役
務
の
調
達
に
当
た
っ
て
は
、
予
算
の
適
正
な
使
用
に
留
意
す
る
も
の
と
す

る
。



五

及
び
役
務
を
調
達
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
方
公
共
団
体
等
の
努
力
）

第
七
条

地
方
公
共
団
体
は
、
前
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
国
の
施
策
に
準
じ
て
、

母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な

施
策
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

地
方
独
立
行
政
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十

八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。
）
は
、
物

品
及
び
役
務
の
調
達
に
当
た
っ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
そ
の
設
立
に
係

る
地
方
公
共
団
体
が
物
品
及
び
役
務
の
調
達
に
当
た
っ
て
講
ず
る
措
置
に
準

じ
て
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
施
策
）

第
七
条

地
方
公
共
団
体
は
、
前
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
国
の
施
策
に
準
じ
て
、

母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の
促
進
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

（
財
政
上
の
措
置
等
）

第
八
条

国
は
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
の
就
業
の
促
進
を
図
る
た

め
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
新
設
）

附

則

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て

政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。



六

（
削
る
）

（
こ
の
法
律
の
失
効
）

２

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
た

だ
し
、
平
成
十
九
年
度
に
お
け
る
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の
支
援
に
関
す
る
施

策
の
実
施
の
状
況
に
係
る
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
は
、

同
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
失
効
後
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。


